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                               新潟産米食材提案会の様子 (会場：中国大飯店) 

         
               新潟産米販売促進の様子 (会場：北京新光天地 B1) 

 2010.  2.  1 

２００７年の日本産米の輸出再開時から４回目となる「新潟県産米」の試食宣伝会を、春節の贈答需要に合わ

せ上海と北京の高級百貨店で開催しました。 
上海は１月８日から１２日までの５日間、上海でも有数の高級百貨店である久光百貨店の地下食品売場を会場

に試食宣伝会を開催、北京は１月２２日から２４日の３日間、昨年に引き続き北京随一の高級百貨店新光天地で

の開催となりました。 
両会場とも春節前の贈答品を買い求める人で連日賑わっており、県産米の販売も１年振りとあって予想を上回

る販売量でした。 
 また、今年は初の試みとしてプロモーションを行う前日（上海：１月７日、北京：１月２１日）に、それぞれ

の都市にある飲食店シェフ及び関係者を招き、新潟県産米がなぜ美味しいのかを再認識してもらうとともに、通

年での需要開拓を図る目的で、食材提案会も開催しました。 
 北京、上海とも会場を埋め尽くすほどの参加があり、試食をはじめ新潟県産米を紹介したＤＶＤを放映。参加

者からは、「非常に新潟県産米を理解できとてもおいしかった。」との感想を多くいただきました。「頭」と「舌」

で、新潟県産米の美味しさを理解してもらう今回の取組は、非常に効果的であったと感じています。 
 しかし、業務用（各店舗でメニュー化）で取り扱ってもらうためには、通年での安定した供給が不可欠であり、

小売店での夏場の商品管理、防虫処理をはじめとする中国国内での流通管理上の課題はありますが、個人、業務

用とある一定の需要があると手応えを感じており、今後も関係機関と連携協力し北京事務所としても新潟県産米

の需要拡大に向け取り組んで行きたいと思います。 
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               蘇州観光説明会・商談会の様子(会場：蘇州雅都ホテル) 

 

            
             上海観光説明会・商談会の様子(会場：上海花園飯店) 

 
 

 神保和男副知事を団長とする観光ミッション 22 名が、1 月 13 日から 16 日までの日程で蘇州と上海を訪れ，

市内のホテルで新潟県観光説明会を開きました。 
 蘇州では旅行社 9 社，上海では 13 社の参加を得て行われた説明会。内容は，「新ゴールデンルート」と称し，

県と新潟市の職員が新潟県や新潟・佐渡両市の魅力を紹介，その後ミッションに参加した県内のホテル，旅館，

レストラン等と現地旅行社双方の商談会へと進みました。10 分という限られた時間の中でそれぞれの特徴・「売

り」を的確に伝えることは容易ではありません。用意するパンフレットなどを使い売り込むのですが，時間はあ

っという間に過ぎていきます。 
 新潟・上海航空線が低迷する中，上海及び近郊から少しでも観光客に来てもらおうとするこの活動。日本各地

の自治体などの現地での PR も盛んのようです。旅行社に新潟を如何に知ってもらい，訪日旅行コースの中に新

潟を入れてもらえるかどうか，少なくとも一過性のものでは効果は見込めません。事務所としても考えていきた

いと思います。 
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 蘇州久光百貨店の外観        JNTO ブースの様子        ドラえもんショー 

 

       
日本人男性合唱団による応援              新潟ブースの様子 
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報告 

ジェトロ上海センター主催の日本産食品・観光フェア in 蘇州ガ、1 月 15 日から 24 日蘇州久光百貨店の

食品売場で開催されました。新潟産米のほか、福島県、長崎県、長野県等 10 県、自治体は各地の観光 PR を

しながら、地元産の酒や食材の販売促進活動を行いました。2009 年 1 月 16 日オープンした蘇州久光百貨店

は蘇州工業園区内に位置し、営業面積 17.1 万平米、規模は蘇州一。今回、開店 1 周年に当たり久光百貨店

は新潟産米 175 袋を入荷し、最初の三日間で 166 袋が売れました。購入者の 4割は日本人でした。購買者の

特徴としては、夫婦で来店し購入している方がほとんどで、そのうち日本への渡航経験がある方が多い

ようです。また、試食した消費者から「香りがよくて美味しかった」という評価を多くいただきました。

蘇州工業園区は中国とシンガポール両国政府の協力で 1994 年から開発し始めた国家レベルの工業団地で

あり、富士通、日立製作所等世界トップ 500 社に入る多数の日系企業が立地しているので、園区には日本人

が数千人が在住しています。 
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民の純収入の差が縮まっていないことだ。本来、内

需拡大のための緊急財政出動は、内陸部の農民を潤

すはずだった。もちろん高速道路、橋、鉄道など内

陸部のインフラ整備は、巨大な雇用を生み出し、そ

のほとんどは農民の労働力である。農民が潤うのは

間違いないが、０９年で見る限り、都市住民と農村

住民の所得格差は逆にわずかながら開いた。農民の

平均収入は対前年比８．５％増加したが、都市住民

は９．８％増加、格差は３．３倍となった。これは

単純な所得格差であり、教育文化、福利厚生などを

加味すると、その格差は大きい。中国政府は、今回

の金融危機を乗り切る中で、都市と農村の格差問題

を緩和させようと考えていたが、この結果は大きな

ショックだったようだ。もちろん内陸部のインフラ

整備は、短期間で出来るものではない。５年、１０

年で考えれば、確実に内陸部農民に潤いをもたらす

だろう。その意味で、２０１０年はどうなるのか興

味深い。 
中国政府のもう一つの心配は、不動産と株のバブ

ル懸念だ。政府は引き続き金融緩和を維持する構え

だが、銀行の貸し出し枠拡大などによる大量の資金

が株や不動産市場に流れ込んでいる。その結果、主

要７０都市の不動産価格指数は、０９年１２月時点

の全国平均で対前年同期比７．８％上昇した。主要

都市の不動産価格指数は、金融危機のあおりで下降

線を辿ったが、０９年６月に対前年同月比プラスに

転じ、その後価格上昇は加速している。例えば、０

９年１２月の時点で、北京では対前年同月比９．２％

上昇、上海は同７．４％、広州は同８．７％、深圳

に至っては１８．９％も上昇した。これは投機によ

るものであり、特に実際に住宅を購入しようとする

人たちの不満は募っている。もちろん政府もこのこ

とは承知していて、対策を講じている。その１つは、

１月１２日に発表した１年７ヶ月ぶりの預金準備率

引き上げ（０．５％）である。市中における資金の

だぶつきで、資産バブルやインフレの懸念がある。

だぶついている過剰資金の吸収を強化するというこ

とだ。ただ、金融は基本的に緩和政策を維持し、金

利の引き上げによる金融引き締めは当分行わない方

針だ。０９年１２月に上海を視察した温家宝首相は、

不動産バブルに警戒感を示し、「不動産投機抑制は必

要」と述べている。 
中国の株取引の中心は上海だが、活発な株式市場

の結果、０９年上海証券取引所の株式売買代金が東

京証券取引所を抜いた。このことは象徴的な出来事

と言える。それは、アジアの金融中心が東京から上

海に、日本から中国に移ったということだ。実は０

９年のＧＤＰ総額は、中国が日本を抜いて、米国に

次いで世界第２位になると言われていた。詳しい数 

(左から神田・韓・林・関川) 

中国問題リポート 

中国は笑顔で２０１０年を迎えたと言える。それ

は世界の主要国が依然として金融危機を脱せずに

苦しんでいるのを尻目に、いち早く経済を回復軌道

に乗せたためである。一昨年以来、中国の指導部は

再三２００９年のＧＤＰ成長率目標を「保８」（８％

成長死守）としてきた。だが０９年の幕開け当時、

中国は「保８」でかなり苦戦すると見られた。国際

的にも悲観論が多く、０９年の成長率を６．５％－

７．５％と予想する論調が多かった。それは０９年

第１四半期の数字が厳しいものだったのが主要な

論拠だった。０８年第４四半期が６．８％と、改革・

開放以来最低水準だったが、０９年第１四半期はさ

らに６．１％にまで落ち込んだ。中国経済に「黄色

信号」が灯った瞬間だった。ところがその後０８年

１１月に実施した内需拡大のための財政出動（４兆

元）が効果を発揮しだし、第２四半期では７．９％

にまで回復した。そして第３四半期は８．９％に上

昇、第４四半期ではついに１０．７％と二桁に乗せ

た。通年では８．７％と目標を上回った。８．７％

と言えば、国際的には高度成長だ。中国指導部はホ

ッとしているだろう。 
 ０９年の成長を引っ張った主な要因は政府の大

規模財政出動である。具体的には内陸部中心の公共

投資（インフラ整備）、補助金に後押しされた好調

な自動車販売と家電販売。０９年の自動車（新車）

販売台数は１３６４万台を超え、米国（１０４３万

台）を引き離した。生産台数でも１３７９万台と日

本を抜いて世界１位となった。家電は「家電下郷」

（農民が家電を購入する場合、政府が補助金を出

す）などで、農村の需要を引き出したことが大きい。

これら公共事業、自動車、家電などが関連産業を引

っ張り上げた。 
ただ、中国政府は手放しでは喜んでいないよう

だ。馬建堂国家統計局局長は記者会見で「中国のＧ

ＤＰが、日本を抜いて世界第２位になるのは時間の

問題と言うが、１人当りのＧＤＰは世界で１００位

以下だ。中国は発展途上国なのだ」と述べた。 
中国指導部にとって、胸をなでおろしながらもシ

ョックだったのは、都市住民の可処分所得と農村住
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1 月 1 日～3日   元旦休み                                            3 日間 

2 月 13 日～19 日  春節休み   2 月 20 日(土)、21 日(日)    勤務日  7 日間 

4 月 3 日～5日    清明節休み                     3 日間 

5 月 1 日～3日   労働節休み                     3 日間 

      6 月 14 日～16 日  端午節休み  6 月 12 日(土)、13 日(日)    勤務日  3 日間 

      9 月 22 日～24 日  中秋節休み  9 月 19 日(日)、25 日(土)    勤務日  3 日間 

      10 月 1 日～7日  国慶節休み   9 月 26 日(日)、10 月 9 日(土) 勤務日  7 日間 

                                                                               計 29 日間 

                                     

字は１月時点で発表されていないが、どうもかろうじ

て日本がわずかの差で第２位を守ったようである。こ

れは数字のからくりで、円高に負うところが多い。円

高ドル安でなかったら、ドル建てによるＧＤＰ総額

で、日本は確実に中国に抜かれていた。 
中国の株取引の中心は上海だが、活発な株式市場の

結果、０９年上海証券取引所の株式売買代金が東京証

券取引所を抜いた。このことは象徴的な出来事と言え

る。それは、アジアの金融中心が東京から上海に、日

本から中国に移ったということだ。実は０９年のＧＤ

Ｐ総額は、中国が日本を抜いて、米国に次いで世界第

２位になると言われていた。詳しい数字は１月時点で

発表されていないが、どうもかろうじて日本がわずか

の差で第２位を守ったようである。これは数字のから

くりで、円高に負うところが多い。円高ドル安でなか

ったら、ドル建てによるＧＤＰ総額で、日本は確実に

中国に抜かれていた。 
 さて、抱える課題は多いが中国経済は確実に回復基

調に乗った。格差の問題は切実だが、中国国民の所得

の伸びは依然速い。０９年の国民１人当たりのＧＤＰ

平均は３５００ドルほどだが、上海、北京、広州、深

圳など大都市は１万ドルを突破する勢いだ。中間層、

富裕層は増加している。すでに日本には富裕層を中心

に、中国の観光客が押し寄せ始めた。東京など大都市

では、駅には中国語の表示が設置され、デパートや大

型量販店では中国語放送が行われている。中国観光客

の購買意欲は旺盛だ。これは韓国でも同様らしく、韓

【筆者プロフィール】 
西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 
● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園寺公望氏を曾

祖父に持つ。 
● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日中文化交流

協会常任理事）の長男。 
● 北京大学経済学部卒業 
● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長などを歴任。

退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 
● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒大学客員教

授，北京城市大学客員教授 

国の「朝鮮日報」（０９年１２月２日付）によると、

中国人観光客が日本人に代わり「韓国デパート最大の

ＶＩＰ」になったと報じた。円高が解消され、入国ビ

ザ取得手続きが簡素化されれば、日本への観光客は一

気に増加するだろう。中国観光客のニーズが高い風光

明媚な観光地（海、山）、温泉、海鮮、買い物など条

件の揃う新潟は、東京から多くの中国観光客を引っ張

れる可能性がある。それにはもっと新潟の観光名所や

温泉、海鮮を中心とした食文化を紹介、宣伝する必要

がある。 
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